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今月の
表紙

　3月 13日、矢掛町民マラソン大会が開催されました。
　今年は、町民と在勤・在学者限定で開催。参加者は重伝建に選定された歴史的な町並
みや無電柱化された新しい景色を楽しみながら駆け抜けました。

「矢掛宿」重伝建選定記念

矢掛町民マラソン大会開催!



Information
まちからの

お知らせ

投開票日
4月24日㈰「矢掛町の未来へ  あなたの一票を！」
　私たちの考えを政治に反映させるためには、選挙において一人一人がどのように行動するかがとても大切にな
ります。今回の選挙は矢掛町の未来を決める大事な選挙です。４月24日㈰には棄権することがないよう、必ず投
票しましょう。
●選挙告示日　４月19日㈫
●投 票 日 時　４月24日㈰　午前７時～午後６時
●投 票 場 所 「期日前投票制度のご利用を！」

　投票日に仕事や旅行等で投票できない人は、期
日前投票をすることができます。
　また、当日投票所へ行くことが難しい人は、町
内を巡回しているふれ愛バスを利用して役場まで
お越しください。
●期日前投票日時・場所
 ・４月20日㈬～23日㈯ 午前８時30分～午後８時
 ・役場３階　大会議室

矢掛投票区

美川投票区

三谷投票区

山田投票区

川面投票区

中川投票区

小田投票区

矢掛町農村環境改善センター

美川生活改善センター

三谷コミュニティセンター

山田会館

鵜江会館

中川町民会館

こうど会館

矢掛町長・矢掛町議会議員一般選挙

■問町選挙管理委員会　☎（82）1119　有線 0601

●投票に必要な物　入場券  ※忘れた場合でも投票できます。

　4 月 3 日、令和 4 年矢掛町消防出初式が、
やかげ文化センターで挙行されました。今年
は感染症対策を行いながら、規模を縮小して
の挙行となりました。
　式典では、新入団員15名への辞令が交付さ
れた後、消防活動に功績のあった団員等が表
彰されました。髙木幹夫新団長が訓示を述べ、
団員は防火・防災への決意を新たにしました。

■岡山県知事表彰
（優良消防団員章）　山部泰大
■岡山県消防協会長表彰
（功労章）勝野明利・妹尾宏文
（表彰章）黒木博文・笠原達也・長尾淳弘・西野誠一
　　　　 細川尚吉・春名宏明・土屋　誠
（精勤章）坪井芳文・猿渡立也・廣瀨泰三・江木　潤
　　　　 齊藤英明・片山謙二・武　　要・中本邦彦
　　　　 守屋一成・津尾正晃・安藤浩和・大西昭一
　　　　 大森秀昭・妹尾知幸・村上弥弘・土　公平
　　　　 石井量三・古城孝幸・佐藤誠也・石井祐司
　　　　 髙見　準・三宅裕二
（青年章）長代貴明・守屋和浩
■備中地区消防連絡協議会長表彰
（表彰章）江尻康之・西野誠一・末永和樹・山部泰大

■矢掛町長感謝状贈呈
（退団幹部感謝状）渡邊卓司・竹内浩明・坪井　保
　　　　　　　　 笠原康英・守屋晶裕・田丸幸春
■備中地区消防連絡協議会長表彰
（表彰章）江尻康之・西野誠一・末永和樹・山部泰大
■矢掛町長表彰
（表彰章）三宅高正・守屋明子・佐伯雄基・神田満雄
　　　　 竹内一郎・谷許和也・福尾和史・森脇　理
　　　　 田中佑樹・中島政也・妹尾義之・笠原　渉
　　　　 峰山侑士・清水稔人・梶田悠輔・鳥越淳久
　　　　 小川倫史・末永泰久・近藤慎吾・髙山浩二
　　　　 中原拓也
■矢掛町消防団長表彰
（表彰章）葛原和之・小川恭史・出原健吾・坪井健太郎
　　　　 竹内智也・留安拓也・横田悠哉・小川将弘
　　　　 安藤潤二・土屋敦史・岡本佑樹・岡野将之
　　　　 堀　善雄・加藤岡学・妹尾雄二・鳥越俊吾
　　　　 福井力雄・川上昌希・西出大介・藤岡秀文
　　　　 山下洋紀
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川面小学校２年生（受賞時）
竹井 那裕美 さん

矢掛町消防出初式

　矢掛高校の生徒が期日前投票の啓発
動画を作成しました。
　ぜひ、ご覧ください。
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　矢掛町では、子どもたちに実践的な英語を身近に楽しく学んでもらうため、英語指導助手を採用しています。
　この度、矢掛町を去られる先生のメッセージを紹介します。

ギャレット ＆ ジーニー さよならメッセージ
　矢掛町の素敵な皆さん、ありがとうございました。私たちは６年間で矢掛とそこ
に住む素敵な人々を知りました。悲しい時も幸せな時もありました。
　私たちは多くの友人と移り変わるまちを見てきました。そして、矢掛を第２の故
郷と思うようになりました。矢掛で結婚もしました。何年もたった今、ここを去る
ことは非常に難しい事であり、私たちは皆さんをとても恋しく思っています。矢掛
でたくさんの素敵な思い出を作り、たくさんの素敵な人たちにも会いました。矢掛
の全ての小学校で働いていたので、町のほとんどの児童と会い、英語の授業で教え

ることができました。私たちは児童たちが何年にもわたって成長し活躍するのを見てきましたし、彼らの先生として
過ごすあらゆる瞬間を楽しんできました。英語の課外活動はすべて、携わっていて楽しかったですし、児童たちが英
語を楽しんで学んでいるのを見るのが好きでした。今や、イングリッシュデイは非常に人気で、たくさんの児童が毎
回参加してくれるイベントに成長しましたが、そのスタートに携わることができました。町立図書館でえいごであそ
ぼうの手伝いもしました。
　新型コロナウイルスのせいで、ここ数年間は誰にとっても非常に大変でした。それでも、最後まで楽しく過ごせま
した。
　ここでの私たちの時間は素晴らしく、何年にもわたり皆さんがかけてくださった愛情や、いただいた支援や助けに
とても感謝しています。どんなに遠くに行こうとも、またどこに住んでいようとも、矢掛での時間を忘れることはあ
りません。皆さんがしてくださったすべてのことに対し、ありがとうございましたと伝えたいです。



Information
まちからの

お知らせ

「矢掛宿」重伝建選定記念
矢掛町民マラソン　宿場町をランナーが疾走！矢掛町民マラソン　宿場町をランナーが疾走！

各部門優勝者の皆さん

　３月13日、旧矢掛商業高校跡地を発着点に『「矢掛宿」
重伝建選定記念 矢掛町民マラソン大会』が開催されま
した。
　若様コース（2.5Km）、 姫様コース（5.0Km）を設け、
計10部門に490人がエントリー。
　参加者らは、宿場町の風情を残す歴史的な町並みや
無電柱化された商店街の風を肌で感じながら、駆け抜
けました。

若様コース小学４～６年生（男子）　　佐藤　　光
若様コース小学４～６年生（女子）　　橋本　結愛
若様コース小学１～３年生（男子）　　橋本　夏空
若様コース小学１～３年生（女子）　　瀧本あんづ
若様コース小学３年生以下（親子）　　守屋圭史・くるみ
姫様コース16～39歳（男子）　　　 　髙山　浩二
姫様コース40歳以上（男子）　　　　 白神　光国
姫様コース16歳以上（女子）　　　　 西　　　都
姫様コース中学生（男子）　　　　　　⻆　　泰成
姫様コース中学生（女子）　　　　　　井上穂乃佳

やかげ華まつり開催やかげ華まつり開催
　道の駅「山陽道やかげ宿」が開業１周年を迎えることを
記念し、3月27日、「やかげ華まつり」が開催されました。
　この日、歩行者天国となった商店街に、生け花などの花
の作品展示がずらりと並び、春の宿場町を華やかに彩りました。また、各地で催しやフー
ド屋台が並び、家族連れらが矢掛町の名物・名産を見て食べて楽しみました。
　このほか、旧矢掛本陣、脇本陣前には、そろいの編笠と浴衣に着飾った踊り手が登場し、
夏の風物詩「やかげ小唄おどり」を披露。宿場町が似合うしとやかな舞に観光客は見入り
ました。

美しい花と小唄おどりが観光客を魅了

4令和４年４月号



新型コロナウイルス関連情報

　新型コロナワクチン追加（３回目）接種について、12歳～17歳が新たに接種対象となりました。対象者には、
町から４月上旬に接種券を発送しています。接種券が届き次第、予約が可能です。接種を希望される人は、イン
ターネットまたは町コールセンターからご予約ください。
　なお、現時点で12歳～17歳の人へ接種できるワクチンは、ファイザー社製のみです。また、接種日時点で12
歳～15歳の人は、保護者の同伴が必要です。

接種可能日　　接種日時点で12歳以上、かつ２回目接種日から６か月経過した日以降
※６か月経過していない日で予約をされても接種できません。接種可能日以降の接種予約をお願いします。

矢掛町新型コロナワクチン接種コールセンター
　電話番号　0866‒82‒5520
　受付時間　平日9：00～ 17：00

町内実施医療機関 住 　 　 所 電 話 番 号
鳥　　越　　病　　院 矢掛町小林 395-1 0866-82-0308
小　　塚　　医　　院 矢掛町矢掛3032 0866-82-1050
筒　　井　　医　　院 矢掛町小田5526-7 050-3749-3113
矢掛町国民健康保険病院 矢掛町矢掛2695 0866-82-1721

　１月から３回目接種予約のために運用してきた矢掛町新型コロナワクチン接種コールセンターですが、
４月28日㈭をもって終了いたします。接種を希望される人はお早めにご予約ください。
　なお、これ以降の予約については、インターネット予約をご利用いただくか、実施医療機関に直接ご予
約ください。

新型コロナワクチン小児接種
　町では、国の指針に従い、新型コロナワクチン小児接種を実施します。お子さんのワクチン接種には、保
護者の人の同意と立ち合いが必要です。ワクチンの接種についてお子さん、かかりつけ医と一緒にご検討く
ださい。
◦対 象 者　　矢掛町に住民登録のある人のうち接種日現在で５～11歳の人
◦接種期間　　令和４年３月22日～９月末（予定）　※実施日は各医療機関で異なります
◦ワクチン　　ファイザー社の小児用ワクチン
◦接種回数　　２回
　　　　　　　�通常、３週間の間隔をあけて合計２回接種します。間隔が３週間を超えた場合は、できるだ

け速やかに２回目接種を受けていただくことをお勧めします。
◦接種費用　　無料

実施医療機関 電 話 番 号 予 約 方 法
鳥　　越　　病　　院 0866-82-0308 直接電話またはインターネット
筒　　井　　医　　院 050-3749-3113 直接電話またはインターネット
水　　川　　内　　科 0866-82-1321 直接電話　　　　　　　　

■問 健康子育て課健康づくり係　 ☎（82）1013　有線 9630
新型コロナワクチン追加（３回目）接種
12歳～17歳の接種を実施しています

※最新の情報は町ホームページをご覧ください。

※最新の情報は町ホームページをご覧ください。

矢掛町ワクチン
接種予約サイト

　　　４月28日終了！矢掛町新型コロナワクチン接種コールセンター重要

5 令和４年４月号
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明治安田生命と包括連携に関する協定を締結

　３月25日、町は明治安田生命保険相互会社と包括連携に関する協定を
締結しました。
　これは、健康づくりや高齢者福祉、子育て支援について、お互いの持
つ人材や知識を生かして連携し、元気な地域づくりへの取り組みを推進
するものです。
　調印式では、明治安田生命岡山支店の小山支社長が「社会貢献活動等
で培ったノウハウと全国規模のネットワークを提供し、町の発展に貢献
したい」と話し、山野町長は「行政の基盤となる健康づくりや子育て事
業で連携していきたい」と話しました。

■問企画財政課財政係　☎（82）1057　有線 0607

貝畑学園と日本語学校開設に関する協定を締結

　旧矢掛商業高校の跡地について、昨年7月から11月まで公募した結果、
１件の応募があり、住民代表や有識者などからなる選考委員会の審査の
結果をふまえ、学校法人貝畑学園が、同跡地を日本語学校として活用す
ることに決定しました。
　３月22日、町と貝畑学園が、日本語学校の留学生と地域とが良好な関
係を築くための体制づくりや交流活動の協力などに関する協定を締結。
貝畑学園の貝畑理事長が「日本語学校を通じて、全国に矢掛を広めていき
たい」と話し、山野町長は「町の国際化を進めるとともに、活性化に繋げ
たい」と話しました。日本語学校は、令和６年４月に開校する予定です。

■問企画財政課財政係　☎（82）1057　有線 0607

Information
まちからの

お知らせ

町民の健康づくりや地域活性化等で連携

旧矢掛商業高校跡地を活用

まちのわだい

和楽器と洋楽器が織りなす音色、観客を魅了
  ３月21日、やかげ文化センターで「THE CROSSOVER
川井郁子～和楽器オーケストラあいおい～」が開催さ
れました。
　琴や尺八などの和楽器と洋楽器ヴァイオリンの融合
による演奏が披露され、華やかで心にしみる音色が文
化センターに響きわたりました。
　また、ヴァイオリニスト川井郁子さんがウクライナ
で撮影された映画「ひまわり」の楽曲を演奏すると、会
場は、感動と平和を祈る優美な空気に包まれました。

↑美しい旋律を奏でる川井郁子と和楽器オーケストラあいおい

地域活動支援センターが移転、就労等を後押し
　障がいをもつ人やその家族の集い・交流の場である
「矢掛町地域活動支援センター」が矢掛商店街（矢掛
3151）に移転し、 3月26日に新規オープンしました。
　当センターは町が委託している社会福祉法人あすな
ろ園が運営。町の空き家活用新規創業支援事業補助金
を活用し、町内福祉事業所で製造された食品や野菜な
どの販売スペースやギャラリー、相談窓口などを整備
しました。
　この商店街への移転は、空き家を活用した賑わいの
町づくりとともに、障がいをもつ人の地域交流による
「共生社会」の実現に寄与するものです。

↑開所式でテープカットを行う出席者ら

障害者福祉の拠点
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中国大会出場生徒を激励
　中国地区小学生バドミント
ン大会（4/23　広島県）に
出場。
（左から）山田小学校２年生
中
なかしま

島小
こ

晴
はる

さん（中）、同小４
年生　中

なかしま

島彩
あや

乃
の

さん（中）

西日本大会出場生徒を激励
　第20回日本少年野球西日
本選抜優勝大会（3/19 ～3/
20　福岡県）に出場。
矢掛中学校２年生
妹
せ の お

尾　碧
あお

士
と

さん（南山田）

感染症対策として自動ドア化
した出入口→

吉備真備公園館址亭、自動ドア化で快適におもてなし
　吉備真備公園館址亭（東三成）の出入口を新型コロナウ
イルス感染対策として、自動ドアに改修しました。
　これは国の補助金を活用して施工され、非接触によりド
アが開閉されます。また、自動ドア化に併せてバリアフリ
ーの観点から出入口の段差も解消。この改修により子ども
からお年寄りまで快適にご利用いただくことが可能になり
ました。
　装い新たに、これからも多くの皆さんをお待ちしていま
す。

↑やかげまるごと町づくり会議で発言する参加者ら

　2月27日、道の駅山陽道やかげ宿の開業記念事業
として、「やかげまるごと町づくり会議」がやかげ文
化センターで開催されました。
　この日は山野町長や岡山大学の岩淵泰准教授、矢掛
高校の生徒、商店街の店主ら５人が登壇。住民目線で
町づくりを振り返り、更なる発展に向けて話し合いま
した。
　矢掛町のまちづくりについて山野町長は、官民が連
携して取り組んだ結果、賑わい創出に成功したと説明。
矢掛高校３年生の高橋彩佳さん、和氣百花さんは「若
者を引きつけるお店が増えた。大学では友達に矢掛町
のことをPRしたい」と話しました。

やかげまるごと町づくり会議　開催
町民が自慢できる町へ

↑往年の名車を一目見ようと多くの来場者で賑わいました

　4月2～3日、「ベッキオ・バンビーノ2022」が開
催され、県内外からクラシックカーやスーパーカーな
ど約80台が集結し、岡山県内各地を駆け抜けました。
　3日には、矢掛町にも一行が訪れ、重要伝統的建造
物群に選定された矢掛商店街を走行、ドライバーは宿
場町の風情を堪能しました。
　商店街中心部では、日曜朝市も開催されていたこと
もあり、沿道には多くの来場者が詰めかけ、往年の名
車を間近で眺めたり、撮影したりして楽しみました。

クラシックカーが宿場町を疾走
世界の名車がズラリ

ご寄付ありがとうございました
　3月 29日、公益社団法人 
井笠法人会矢掛支部（名合憲
司 支部長）から町内小中学
校に図書を合計153冊寄贈
していただきました。
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★
総
務
費

●

結
婚
祝
金　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

●

空
き
家
改
修
補
助　
　
　
６
０
０
万
円

●

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
，
８
６
４
万
円

●

■新 

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業５６

０
万
円

●

■新 

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策３１

０
万
円

●

■新 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
支
援１５

５
万
円

●

■新 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助２

５
万
円

★
民
生
費

●

障
害
者
福
祉　
３
億
５
，９
０
０
万
円

●

誕
生
祝
金 

１
，４
５
０
万
円

●

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等３

，４
８
９
万
円

●

子
ど
も
医
療
費
【
原
則
18
歳
ま
で
】

６
，１
８
５
万
円

●

児
童
手
当　
　
１
億
７
，８
２
０
万
円

●

障
害
児
通
所
支
援１億

２
，６
３
０
万
円

★
衛
生
費

●

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

３
，２
４
７
万
円

●

予
防
接
種 

３
，９
４
６
万
円

●

が
ん
検
診 

１
，９
２
１
万
円

●

高
齢
者
保
健
・
介
護
予
防
一
体
的
実
施

事
業　
　
　
　
　
　
　

   

８
２
４
万
円

●

妊
婦
健
診
支
援 

３
７
５
万
円

★
農
林
水
産
業
費

●

新
規
就
農
者
支
援
事
業  

６
２
４
万
円

●

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

４
１
０
万
円

●

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

２
，２
４
１
万
円

　
本
年
度
の
矢
掛
町
の
全
会
計
の
予
算
総
額

は
前
年
度
と
比
較
し
て
１・
４
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

町
長
・
町
議
選
を
控
え
、
経
常
的
経
費
と
継

続
事
業
を
主
体
と
し
た
骨
格
予
算
編
成
と
な

っ
て
お
り
、
公
共
工
事
や
新
規
事
業
の
一
部

は
、
選
挙
後
の
補
正
予
算
で
肉
付
け
さ
れ
る

予
定
の
た
め
、
予
算
額
は
前
年
度
か
ら
０
・

５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
重
点
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
町
独
自
で
実
施
し
て
い
る
全
年
齢
児
の

保
育
料
無
償
化
や
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
や
、
定
住

促
進
助
成
金
・
空
き
家
改
修
補
助
金
な
ど
の

定
住
促
進
策
は
引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
賑
わ
い
づ
く
り
と
し
て
、
よ
り
戦

略
的
に
観
光
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

「
街
づ
く
り
地
域
創
生
事
業
」、「
山
陽
道
や

か
げ
宿
賑
わ
い
創
出
事
業
」
の
２
事
業
や
、伝

統
的
建
造
物
の
保
存
事
業
補
助
に
加
え
、
伝

建
地
区
の
防
災
計
画
実
態
調
査
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
開
催
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
支
援
を
行
う
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
算
を
計
上
し
、
３
年
度
か
ら

繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業
と
併
せ
て
、
切

れ
目
な
い
対
策
・
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
、主
な
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

自主財源（30.3％）

分担金および負担金
　  　1億1,856万円
　　　　　　（1.5％）

諸収入ほか
6億8,048万円
（8.7％）

町税
15億7,400万円
（20.1％）

町債
5億650万円
（6.5％）

地方交付税
33億8,500万円
（43.3％） 歳入

78.2億
円

依存財源（69.7％）

国県支出金
11億2,225万円
（14.4％）

地方消費税交付金など
4億3,210万円（5.5％）

一般会計歳入

令
和
４
年
度
の
主
な
内
容

（ 

一 

般 

会 

計 

）

令和４年度当初予算

令
和
４
年
度

矢
掛
町
の予

算
予
算

総額169億 8,830万円



一般会計歳出

土木費
11億2,292万円
（14.4％）

公債費
9億2,184万円
（11.8％）

衛生費
7億483万円
（9.0％）

総務費
10億2,423万円
（13.1％）

消防費
3億9,206万円
　（5.0％）

教育費
6億3,160万円
（8.1％）

農林水産業費
2億5,001万円
（3.2％）　　

民生費
22億9,752万円
（29.4％）

歳出

78.2億
円

商工費ほか
4億7,497万円
（6.1％）

令和４年度  各会計当初予算一覧表

●

有
害
鳥
獣
駆
除 　
　
１
，６
９
９
万
円

★
商
工
費

●

災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給

１
７
１
万
円

●

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助

４
５
０
万
円

●

岡
山
Ｄ
Ｃ
関
連
Ｐ
Ｒ 

３
４
８
万
円

●

Ｄ
Ｍ
Ｏ
補
助
（
運
営
分
・
事
業
分
）

９
８
３
万
円

●

街
づ
く
り
地
域
創
生
事
業４，８

０
０
万
円

●

山
陽
道
や
か
げ
宿
賑
わ
い
創
出
事
業

３
，４
３
０
万
円

★
土
木
費

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助１

，
４
０
０
万
円

●

定
住
促
進
（
住
宅
新
築
）
助
成

２
，５
０
０
万
円

●

道
の
駅
指
定
管
理　

 

１
，３
６
０
万
円

●

道
路
改
良 

４
，８
７
２
万
円

●

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業　
７
１
０
万
円

●

都
市
再
生
整
備
計
画２億

１
，５
５
９
万
円

●

コ
ー
ポ
さ
く
ら
外
壁
改
修４，０

０
０
万
円

★
消
防
費

●

消
防
団
団
員
報
酬
・
出
動
報
酬
【
増
額
】

４
，０
０
３
万
円

●

ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
等　
４
７
１
万
円

★
教
育
費

●

入
学
祝
金 

８
６
１
万
円

●

矢
掛
高
校
魅
力
化
事
業１

，０
０
０
万
円

●

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援　

 

１
，０
８
４
万
円

●

■新 

伝
建
防
災
計
画
実
態
調
査２

４
０
万
円

●

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
事
業

補
助　
　
　
　
　
　

 

２
，８
６
１
万
円

●

■新 

毎
戸
遺
跡
発
掘
調
査　
２
９
９
万
円

※表示単位未満の端数処理により、合計と一致しない場合
があります。

区　　分 当初予算額 対前年増減率

一 般 会 計 78億 2,000 万円 △ 0.5％

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 16億 9,500 万円 0.8％

介 護 保 険 20億 4,200 万円 3.2％

後期高齢者医療 2億 7,100 万円 12.9％

地 域 開 発 290万円 0.0％

各 財 産 区 880万円 0.0％

特別会計合計 40億 1,970 万円 2.8％

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 18億 8,900 万円 1.3％

介護老人保健施設 3億 6,660 万円 3.9％

水 道 事 業 12億 1,800 万円 27.5％

下 水 道 事 業 16億 7,500 万円 △ 7.6％

公営企業会計合計 51億 4,860 万円 3.3％

合　　　　計 169億 8,830万円 1.4％

【
令
和
３
年
度
繰
越
事
業
】

（
令
和
４
年
度
実
施
分
）

総
額
約
３
億
１
，０
３
１
万
円

　
令
和
３
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、次

の
事
業
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

 

主
な
内
容

◎
総
務
費
…
浸
水
対
策
事
業(

上
本
町
排
水
機
場　

外)　
ほ
か

◎
衛
生
費
…
西
部
衛
生
施
設
組
合
建
設
負
担
金

◎
農
林
水
産
業
費
…
羽
賀
池
底
樋
管
改
修
、た
め
池

廃
止
工
事(

明
神
池　
外
）

◎
土
木
費
…
町
道
運
動
公
園
線
建
設
、相
生
の
庭
整

備
◎
教
育
費
…
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修

　
【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
】

•

販
路
開
拓
・
設
備
導
入
等
支
援
事
業

•

矢
掛
の
魅
力
再
発
見
事
業

•

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
支
援
事
業

•
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業（
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
事

業
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
発
行
事
業
、旅
行
会

社
に
よ
る
誘
客
促
進
事
業
、お
楽
し
み
抽
選
に
よ

る
周
遊
促
進
事
業
）

•

学
校
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
支
援
事
業　
ほ
か

9 令和４年４月号



水道事業会計

下水道事業会計介護老人保健施設事業会計

　収益的収支では、人口減少などの影響による給水需要の低下により、料金収入の減少傾向が顕著となっています。
令和４年度予算では収支均衡を維持できていますが、施設の老朽化に伴う修繕費の増加や燃料費などの上昇によ
り、今後は厳しい経営状況が予測されます。また、資本的収支では、矢掛町水道事業の基幹施設である東川面浄
水場の全面更新事業を実施しており、令和4年度は例年に比べ施設整備費用が大幅に増加しています。

　収益的収支は、人口減少の影響もあり、令和３年度から利用者数が減少傾向となり、下水道料金収入も減少して
います。このため、本来、料金収入で賄うべき汚水処理費と維持管理費、借入金返済の一部しか下水道料金で賄え
ていない状況であり、早期の収益構造の改善が必要となっています。また、資本的収支では、将来の維持管理経費
の低減のため、施設の統廃合事業を継続実施しており、令和5年度までは同程度の設備投資を予定しています。

　収入面では、医療による収入は大きく変わらないものとし、コロナ禍における財政支援としての地方交付税措
置が継続されることから他会計負担金を増額計上しました。
　支出面では、発熱外来の継続などコロナ禍での診療体制維持や原油価格高騰に伴う光熱水費などに要する経費
を計上しています。
　収支全体としては、特別利益（退職金支払いのための積立金調整に伴う利益）を除き、収支均衡となるよう編
成しています。

　令和４年度は、利用者・ご家族の皆さんに安心して利用いただけるよう、コロナ禍での感染対策とサービスの
提供の両立を図ります。
　また矢掛病院との連携を密にし、看護・介護・リハビリテーションを切れ目なく提供することで在宅復帰の支
援を行い、地域包括ケアシステムの一員としての「たかつま荘」の魅力の向上を図ります。

汚れた水をきれいにするための収支
（収益的収支）

下水道施設を整備・強化するための収支
（資本的収支）

下水道料金など
203.4

減価償却費など（非現金支出）
550.8

施設の維持管理費用
80.3

収　入

支　出

借入金の返済
589.7

施設の建設や
改良に係る費用
287.3

収　入

支　出

他会計負担金
337.6

負担金・補助金
115.7

他会計出資金
234.6

長期前受金戻入
（非現金収入）
257.0

汚水・汚泥処理費用
59.3

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

798.0 百万円

798.0 百万円

498.0 百万円

877.0 百万円

1,758.0 百万円

1,727.0 百万円

110.5 百万円

162.0 百万円

316.0 百万円

313.0 百万円

29.1 百万円

53.6 百万円

不足額
379.0

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

単位：百万円 単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

負担金
71.2

不足額
51.5

補助金
20.7

借入金
18.6

他会計負担金・補助金 147.7
その他
69.8

長期前受金戻入（非現金収入）26.6

特別利益
（退職給与引当金戻入益）

31.0

医療による収入
1,482.9

減価償却費
（非現金支出）
115.0

借入金利息
22.0

その他
28.9

予備費 2.0

材料費
184.3

経費
239.8

人件費
1,135.0

借入金返済
117.0

医療機器購入費や
施設改良費など
45.0

特別利益
6.0

事業外収益
18.8

事業収益
287.9

長期前受金戻入
（非現金収入） 3.3

借入金返済
44.1

固定資産購入費や
施設改良費など
9.5

材料費
8.9

減価償却費
（非現金支出）

17.7

借入金利息
5.2

その他
1.2

経費
68.1

人件費
211.9

負担金など
29.1

医療サービス等を提供するための収支
（収益的収支）

介護サービスを提供するための収支
（収益的収支）

施設の維持と介護機器等を更新・導入するための収支
（資本的収支）

施設の維持と医療機器等を更新・導入するための収支
（資本的収支）

水道料金など
248.0

長期前受金戻入
（非現金収入）

63.0

収　入 311.0 百万円

単位：百万円

減価償却費など（非現金支出）
158.6

水を送り届ける
費用
68.9

借入金利子
14.2支　出 311.0 百万円

浄水・配水施設の整備費
（東川面浄水場の更新費用等）

752.2

収　入

支　出

785.0 百万円

907.0 百万円

借入金
594.3

負担金
補助金
190.7

不足額
122.0

単位：百万円

水をつくる費用
42.1

事業全般
27.2

水道施設を整備・更新するための収支
（資本的収支）

水道水をつくり、送り届けるための収支
（収益的収支）

借入金
147.7

事業全般  39.2
借入金利子  68.4

老朽管の
更新費用
80.5

借入金の
返済
74.3

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

不足額
24.5

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

病院事業会計
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水道事業会計

下水道事業会計介護老人保健施設事業会計

　収益的収支では、人口減少などの影響による給水需要の低下により、料金収入の減少傾向が顕著となっています。
令和４年度予算では収支均衡を維持できていますが、施設の老朽化に伴う修繕費の増加や燃料費などの上昇によ
り、今後は厳しい経営状況が予測されます。また、資本的収支では、矢掛町水道事業の基幹施設である東川面浄
水場の全面更新事業を実施しており、令和4年度は例年に比べ施設整備費用が大幅に増加しています。

　収益的収支は、人口減少の影響もあり、令和３年度から利用者数が減少傾向となり、下水道料金収入も減少して
います。このため、本来、料金収入で賄うべき汚水処理費と維持管理費、借入金返済の一部しか下水道料金で賄え
ていない状況であり、早期の収益構造の改善が必要となっています。また、資本的収支では、将来の維持管理経費
の低減のため、施設の統廃合事業を継続実施しており、令和5年度までは同程度の設備投資を予定しています。

　収入面では、医療による収入は大きく変わらないものとし、コロナ禍における財政支援としての地方交付税措
置が継続されることから他会計負担金を増額計上しました。
　支出面では、発熱外来の継続などコロナ禍での診療体制維持や原油価格高騰に伴う光熱水費などに要する経費
を計上しています。
　収支全体としては、特別利益（退職金支払いのための積立金調整に伴う利益）を除き、収支均衡となるよう編
成しています。

　令和４年度は、利用者・ご家族の皆さんに安心して利用いただけるよう、コロナ禍での感染対策とサービスの
提供の両立を図ります。
　また矢掛病院との連携を密にし、看護・介護・リハビリテーションを切れ目なく提供することで在宅復帰の支
援を行い、地域包括ケアシステムの一員としての「たかつま荘」の魅力の向上を図ります。

汚れた水をきれいにするための収支
（収益的収支）

下水道施設を整備・強化するための収支
（資本的収支）

下水道料金など
203.4

減価償却費など（非現金支出）
550.8

施設の維持管理費用
80.3

収　入

支　出

借入金の返済
589.7

施設の建設や
改良に係る費用
287.3

収　入

支　出

他会計負担金
337.6

負担金・補助金
115.7

他会計出資金
234.6

長期前受金戻入
（非現金収入）
257.0

汚水・汚泥処理費用
59.3

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

798.0 百万円

798.0 百万円

498.0 百万円

877.0 百万円

1,758.0 百万円

1,727.0 百万円

110.5 百万円

162.0 百万円

316.0 百万円

313.0 百万円

29.1 百万円

53.6 百万円

不足額
379.0

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

単位：百万円 単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

負担金
71.2

不足額
51.5

補助金
20.7

借入金
18.6

他会計負担金・補助金 147.7
その他
69.8

長期前受金戻入（非現金収入）26.6

特別利益
（退職給与引当金戻入益）

31.0

医療による収入
1,482.9

減価償却費
（非現金支出）
115.0

借入金利息
22.0

その他
28.9

予備費 2.0

材料費
184.3

経費
239.8

人件費
1,135.0

借入金返済
117.0

医療機器購入費や
施設改良費など
45.0

特別利益
6.0

事業外収益
18.8

事業収益
287.9

長期前受金戻入
（非現金収入） 3.3

借入金返済
44.1

固定資産購入費や
施設改良費など
9.5

材料費
8.9

減価償却費
（非現金支出）

17.7

借入金利息
5.2

その他
1.2

経費
68.1

人件費
211.9

負担金など
29.1

医療サービス等を提供するための収支
（収益的収支）

介護サービスを提供するための収支
（収益的収支）

施設の維持と介護機器等を更新・導入するための収支
（資本的収支）

施設の維持と医療機器等を更新・導入するための収支
（資本的収支）

水道料金など
248.0

長期前受金戻入
（非現金収入）

63.0

収　入 311.0 百万円

単位：百万円

減価償却費など（非現金支出）
158.6

水を送り届ける
費用
68.9

借入金利子
14.2支　出 311.0 百万円

浄水・配水施設の整備費
（東川面浄水場の更新費用等）

752.2

収　入

支　出

785.0 百万円

907.0 百万円

借入金
594.3

負担金
補助金
190.7

不足額
122.0

単位：百万円

水をつくる費用
42.1

事業全般
27.2

水道施設を整備・更新するための収支
（資本的収支）

水道水をつくり、送り届けるための収支
（収益的収支）

借入金
147.7

事業全般  39.2
借入金利子  68.4

老朽管の
更新費用
80.5

借入金の
返済
74.3

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

不足額
24.5

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしました。

病院事業会計

11 令和４年４月号



キラリ 輝くまち ！　矢掛町職員の募集
■問総務防災課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

勤　　務　　先

正職員
看護師（１人） 矢掛病院またはたかつま荘

庁舎内または出先機関

資　　　格　　　要　　　件

会計年度任用職員
調理員（若干名）
事務員（若干名）

認定こども園、各保育園、給食セン
ター、矢掛病院、矢掛寮のいずれか 不問

不問

職 種（募集人数）

•看護師免許を取得している人
•夜間勤務が可能な人
•昭和 47年 4月 2日以降に生まれた人

　町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。受験希望者は指定様式の受験申込書に必要事項を添えて、総務
防災課へ申し込んでください。 育

教
諭
）

◇
中
井
慎
二
／
福
祉
介
護
課
介
護

保
険
係
長
（
健
康
子
育
て
課
国

民
健
康
保
険
係
長
）

◇
鳥
越
恵
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長
（
矢
掛
病
院
副
看
護
師
長
）

◇
川
上
佳
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長
（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

　主
査
・
主
任
級

◇
赤
澤
　尚
／
総
務
防
災
課
主
査

（
総
務
防
災
課
主
事
）

◇
坂
本
祐
樹
／
企
画
財
政
課
主
査

（
企
画
財
政
課
主
事
）

◇
小
野
豊
子
／
福
祉
介
護
課
主
任

保
健
師
（
健
康
子
育
て
課
保
健

師
）

◇
伊
垣
知
美
／
福
祉
介
護
課
主
査

（
福
祉
介
護
課
主
事
）

◇
高
槻
美
希
／
福
祉
介
護
課
主
査

（
福
祉
介
護
課
主
事
）

◇
松
田
祥
昂
／
産
業
観
光
課
主
査

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
浅
沼
孝
治
／
教
育
課
主
査
（
企

画
財
政
課
主
査
）

◇
堀
　善
雄
／
教
育
課
主
査
（
教

育
課
主
事
）

　主
事
級

◇
小
川
恭
史
／
岡
山
県
医
療
推
進

課
（
矢
掛
病
院
主
事
）

◇
津
尾
亜
紀
夫
／
総
務
防
災
課
主

事（
福
祉
介
護
課
主
事
）

◇
渡
邉
亮
太
／
町
民
課
主
事（
産

業
観
光
課
主
事
）

部
長
（
矢
掛
病
院
看
護
師
長
）

◇
小
出
優
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
長
（
上
下
水
道
課
主
幹

下
水
道
業
務
係
長
事
務
取
扱
）

　主
幹
級

◇
小
出
健
司
／
総
務
防
災
課
主
幹

兼
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
長
行
政
情

報
係
長
事
務
取
扱
（
総
務
防
災

課
行
政
情
報
係
長
）

◇
原
田
京
子
／
矢
掛
認
定
こ
ど
も

園
長
（
小
田
保
育
園
長
（
係
長

級
））

◇
大
島
基
宏
／
建
設
課
主
幹
工
務

係
長
事
務
取
扱
（
建
設
課
工
務

係
長
）

　係
長
級

◇
今
井
　守
／
総
務
防
災
課
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
係
長
（
福
祉
介
護

課
介
護
保
険
係
長
）

◇
角
田
　愛
／
健
康
子
育
て
課
保

健
業
務
係
長
（
福
祉
介
護
課
主

任
保
健
師
）

◇
新
谷
智
昭
／
健
康
子
育
て
課
国

民
健
康
保
険
係
長
（
教
育
課
主

査
）

◇
長
森
明
子
／
小
田
保
育
園
長

（
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
主
幹
保

　
矢
掛
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
　
　
）内
は
前
任

役
場
の
人
事
異
動

　特
別
職

◇
山
部
英
之
／
教
育
長
兼
や
か
げ

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
矢
掛
町

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

◇
名
部
　誠
／
病
院
事
業
管
理
者

（
病
院
事
業
管
理
者
兼
介
護
老

人
保
健
施
設
長
）

　課
長
級

◇
稲
田
欽
也
／
会
計
管
理
者
会
計

課
長（
矢
掛
病
院
事
務
長
）

◇
坪
田
芳
隆
／
矢
掛
病
院
事
務
長

（
矢
掛
病
院
事
務
次
長
（
課
長

代
理
級
）業
務
係
長
事
務
取
扱
）

　課
長
代
理
級

◇
佐
藤
武
宏
／
一
般
財
団
法
人
矢

掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
（
一

般
財
団
法
人
矢
掛
町
観
光
交
流

推
進
機
構
（
主
幹
級
））

◇
丹
下
裕
之
／
上
下
水
道
課
長
代

理
下
水
道
業
務
係
長
事
務
取
扱

（
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長
）

◇
横
田

　顕
／
上
下
水
道
課
長
代

理
下
水
道
工
務
係
長
事
務
取
扱

（
上
下
水
道
課
主
幹
下
水
道
工

務
係
長
事
務
取
扱
）

◇
渡
邉
倫
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

総務防災課に
　「デジタル推進室」を新設 

総務防災課 4係

秘書広報係

人事給与係

危機防災係

総務防災課 ５係　☎（82）1010

秘 書 広 報 係…秘書、公聴広報および情報発信に関すること

人 事 給 与 係…職員の人事、給与および福利厚生に関すること

行 政 情 報 係…議会、例規および公告、情報管理に関すること

危 機 防 災 係…防災、消防、危機管理に関すること

デジタル推進室…行政のデジタル化施策の企画・推進に関すること

　ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）による町民サービスの向上や業務改善、
働き方改革の推進を図るため、「デジタル推進室」を新設しました。

行政情報係

デジタル化で
課題解決・持続可能な町へ
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キラリ 輝くまち ！　矢掛町職員の募集
■問総務防災課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

勤　　務　　先

正職員
看護師（１人） 矢掛病院またはたかつま荘

庁舎内または出先機関

資　　　格　　　要　　　件

会計年度任用職員
調理員（若干名）
事務員（若干名）

認定こども園、各保育園、給食セン
ター、矢掛病院、矢掛寮のいずれか 不問

不問

職 種（募集人数）

�看護師免許を取得している人
�夜間勤務が可能な人
�昭和 47年 4月 2日以降に生まれた人

　町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。受験希望者は指定様式の受験申込書に必要事項を添えて、総務
防災課へ申し込んでください。

◇
丸
尾
真
弘
／
福
祉
介
護
課
主
事

（
総
務
防
災
課
主
事
）

◇
竹
内
敏
夫
／
産
業
観
光
課
主
事

（
建
設
課
主
事
）

◇
山
岡
倫
之
／
産
業
観
光
課
主
事

（
岡
山
県
農
村
振
興
課
）

◇
藤
島
速
人
／
建
設
課
主
事
（
町

民
課
主
事
）

◇
高
垣
鳳
徳
／
上
下
水
道
課
主
事

（
企
画
財
政
課
主
事
）

◇
髙
月
祐
子
／
矢
掛
病
院
主
事

（
総
務
防
災
課
主
事
）

新
採
用
医
師（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

◇
佐
古
真
一
／
介
護
老
人
保
健
施

設
長

◇
岡
　美
苗
／
矢
掛
病
院
外
科
医

師　退
職
者
（
令
和
３
年
度
末
）

◇
嶋
山
英
二
／
教
育
長
兼
や
か
げ

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
矢
掛
町

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

◇
塩
尻
正
明
／
矢
掛
病
院
内
科
診

療
部
長

◇
奥
村
栄
治
／
会
計
管
理
者
会
計

課
長

◇
猪
原
泰
子
／
矢
掛
病
院
薬
局
長

◇
小
塚
道
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

部
長

◇
堀

　深
由
／
矢
掛
認
定
こ
ど
も

園
長

◇
山
内
尚
美
／
健
康
子
育
て
課
保

健
業
務
係
長

◇
丸
山
紗
希
／
健
康
子
育
て
課
主

総務防災課に
　「デジタル推進室」を新設 

総務防災課 4 係

秘書広報係

人事給与係

危機防災係

総務防災課 ５係　☎（82）1010

秘 書 広 報 係…秘書、公聴広報および情報発信に関すること

人 事 給 与 係…職員の人事、給与および福利厚生に関すること

行 政 情 報 係…議会、例規および公告、情報管理に関すること

危 機 防 災 係…防災、消防、危機管理に関すること

デジタル推進室…行政のデジタル化施策の企画・推進に関すること

　ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）による町民サービスの向上や業務改善、
働き方改革の推進を図るため、「デジタル推進室」を新設しました。

行政情報係

デジタル化で
課題解決・持続可能な町へ

任
保
健
師

◇
若
井
明
子
／
健
康
子
育
て
課
保

健
師

◇
竹
井
千
春
／
建
設
課
主
事

◇
川
端
晃
枝
／
矢
掛
病
院
臨
床
検

査
技
師

　派
遣
期
間
満
了

◇
青
葉
　輝
／
産
業
観
光
課
主
査

企画財政課主査
中
なか

野
の

麻
ま

理
り

令
和
４
年
度（
新
規
委
嘱
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
発
令
）

交
流
職
員

　
　（
岡
山
県
か
ら
派
遣
）

山
やま

口
ぐち

裕
ゆう

作
さく

新採用
職　員
（４月１日付）企画財政課主事

関
せき

浩
こう

太
た

郎
ろう

健康子育て課保健師
川
かわ

上
かみ

淑
よし

佳
か

矢掛病院看護師
田
た

島
しま

若
わか

奈
な

健康子育て課保健師
新
にい

路
ろ

有
あり

沙
さ

建設課主事
三
み

村
むら

祐
ゆう

貴
き

町民課主事
住
すみ

田
だ

竜
りょう

輔
すけ

産業観光課主事
山
やま

本
もと

航
こう

平
へい

健康子育て課保健師
桒
くわ

木
き

菜
な

摘
つみ

矢掛病院看護師
小
お

原
はら

百
ゆ り

合子
こ

矢掛病院業務係長
安
あん

藤
どう

純
じゅん

子
こ
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Information
まちからの

お知らせ

観光まちづくり推進支援事業補助金について
■問産業観光課地域振興係　☎（82）1016

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた観光団体の町内への誘客等を目的とした取り組みに対する補助を実
施します。詳しくは、町ホームページをご覧ください。
●対 象 者　町内に活動拠点を有する観光まちづくりを推進する団体・事業者・個人
●対象事業　町内への観光客の誘客を目的とした新規の取り組みで、令和４年12月31
　　　　　　日までに実施する事業
　　　　　　（例）イベントの実施、ガイドマップの作製、パンフレットなどの多言語
　　　　　　化など
●補助金額　補助対象経費の２／３（上限100万円）
●受付期限　９月 30日㈮まで

5/10から「ゆくべ第２住宅団地」の販売受付スタート
■申込方法　申込書に必要事項を記入の上、町土地開発公社へお申し込みください。
　　　　　　下記の申込受付開始日時に希望者が多数の場合は抽選を行い、以降は、随時申込受付となります。
　　　　　　面積・分譲価格は確定測量により多少変更となる可能性がありますのでご了承ください。
■受付場所　町土地開発公社（町役場２階　企画財政課内）
■矢掛町からの助成金　【定住促進助成金】年齢、申請時の居住地、３世代世帯などにより50万円～150万円助成
■申込受付開始日時　5月10日㈫　午前10時～

■問い合わせ先
　〒714-1297　岡山県小田郡矢掛町矢掛3018
　矢掛町土地開発公社（企画財政課内）　☎（82）1057

←詳しくは町ホームページをご覧
ください。

区画図

位置図

区　画
１号地
２号地
３号地
４号地
５号地

面　積（㎡）
224.29
227.30
213.36
214.28
275.87

分譲価格（円）
4,418,000
4,477,000
4,203,000
4,221,000
5,434,000

東三成地内に新たに住宅分譲地！
5/10から「ゆくべ第２住宅団地」の販売受付スタート

14令和４年４月号



健康子育て課健康づくり係
　 ☎（82）1013
問

脳ドックで脳の病気を早期発見
　町では、働き盛りの世代を対象とした脳ドックを実施しています。
　脳ドックとは、主に脳動脈瘤、脳梗塞、脳腫瘍などの早期発見を目的に行います。

Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

  5日㈭/㈷
  8日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
15日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
22日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
29日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院
  4日㈬/㈷ ☎(82)１０５０小　塚　医　院
  3日㈫/㈷ ☎(84)０００１あゆみクリニック
  1日㈰ ☎(82)１３２１水　川　内　科

休日当番医
と　　き 病　　　院　　　名

受付：午前９時～１０時
会場：老人福祉センター18日㈬ 育児相談

受付：午後０時３０分～
会場：農村環境改善センター11日㈬

時間・会場と　き 内　　　容
健康・子育て・こころ

26日㈭ 受付：午前９時１０分～９時３０分
会場：老人福祉センター

すこやか育児学級
対象：4～6か月児

休日当番医を
確認できます

5月の
健康カレンダー

３歳児健康診査

対　象　者

検　査　日

検 査 場 所

検　診　料

申 込 期 間

申 込 方 法

40～64歳（年度末年齢）の希望者
（昭和33年4月1日～昭和58年3月31日生まれの人）
※脳の手術を受けたことがある人は受診できません。

健康子育て課へ電話もしくは来所にて申し込み。
氏名、生年月日、住所、連絡先とあわせて、①長時間（0.5～1h）の静止ができるか、②閉所
恐怖症の有無、③手術の既往歴、④体内金属の有無を教えていただきます。
※場合によってはお断りすることがありますので、あらかじめご了承ください。

検 査 内 容

脳検査（約30分）
・MRI（磁気共鳴断層撮影）
　　脳の断層をみることで脳腫瘍や脳梗塞の有無を検査します。
・MRA（磁気共鳴血管撮影）
　　脳血管の血流をみることにより、クモ膜下出血の原因になる脳動脈瘤の有無、血管に
狭くなっているところがないかなどを検査します。

矢掛病院

1万円

5月10日㈫から定員60人に達するまでの午前9時から午後5時まで

令和4年6月～令和5年3月までの毎月第1日曜日の午前中
（病院の都合で日時を変更する場合があります。）
※受診日時の詳細については、後日本人へ通知します。都合の悪い月がある場合は、申し
込み時にお知らせください。なお、受診日決定後の日時変更は原則できません。
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子どもが孤立してしまうことも
多くみられます

知っていますか？「ヤングケアラー」
　  ヤングケアラーとは？
法律等で定められた定義はありませんが、一般的には「お手伝いを超えて、本来は大人が担うような家事や、
家族の世話等を日常的に行っている18歳未満の子ども」とされています。習慣的にケアを担うことで、子ども
らしい生活ができずに辛い思いをしたり、学業や進路などに影響がある場合があります。

　  ヤングケアラーの例
・障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・洗濯・掃除等の家事をしている
・家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている
・障がいや病気のある家族・きょうだいの看病、介護、見守りをしている
・家計を支えるために労働をして、障がいや病気のある家族を助けている…など

　  ヤングケアラーに関する相談先
★児童相談所相談専用ダイヤル　TEL：0120-189-783
　受付時間：24時間受付（年中無休）　※通話料無料 
★24時間子供 SOSダイヤル（文部科学省）TEL：0120-078-310
　いじめやその他の子供の SOS全般についていつでも相談できる全国共通のダイヤルです。
　受付時間：24時間受付（年中無休）　※通話料無料 
★子どもの人権110番（法務省）TEL:0120-007-110
　子どもの人権問題に関する専用相談電話です。
　受付時間：平日 8：30～ 17：15　※通話料無料　土・日・祝日・年末年始は休み

ヤングケアラーが持つ問題

子ども自身が、家族のためのケアを行うことを「当
たり前」と受けとめてしまうことで、苦しくても
SOS が出せず、問題として表面化しにくいと言わ
れています。地域や学校で認知されにくいことも
問題の一つです。

大切なのは早期発見！

ヤングケアラーへの対応は、ケアが必要な家族が、
医療、福祉、介護サービス等を適切に利用できる
よう支援することや、家族がヤングケアラーにつ
いての理解を深める必要があります。できるだけ
早期にヤングケアラーである子どもを発見し、子
どもの健やかな育成に向けた支援をすることが必
要です。

気軽に何でも相談できる環境づくりが
大切です。まずは、お気軽に相談して
ください。

新たな産後ケア事業をスタート
■問妊娠・子育て相談ステーション おひさま　☎（82）1013　有線 9630

　町では、出産後のお母さんが健やかな育児を行えるよう、４月から新たな産後ケア事業を開始しました。主な
変更点は次のとおりです。

①対象期間を産後４か月未満から産後１年未満に延長
②内容に「日帰り型ケア」を新たに追加
③利用回数を通算３回から「６回」まで引き上げ　※ただし、「宿泊型ケア」のみ１回の出産に
　つき上限３回（３泊）

　対象期間の延長により、令和 3年度中に出産された人も産後１年未満であれば利用可能です。
　詳しくは、お問い合わせください。

■問健康子育て課 子育て支援係　☎（82）1013　有線 0532
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17 令和４年４月号

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛1989（矢掛ビジターセンター問屋内）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

やかげDMO「Twitter（ツイッター）」始めました！やかげDMO「Twitter（ツイッター）」始めました！
　やかげDMOは2月からTwitter を始めました。矢掛町の観光施
設紹介やイベント情報、やかげDMOの企画等の旬な観光情報を発
信しています。
　Twitter の他にもやかげDMOのホームページ、Facebook、
Instagramでも情報を発信していますので、ぜひ一度ご覧ください。

①ホームページ…やかげDMOの実施する企画・イベントや矢掛町
全体の旬な観光情報を発信。
②Facebook……やかげDMOからのお知らせや旬な観光情報を発
信。
③Instagram……写真を中心としたイベント等の観光情報の発信。
④Twitter………イベント等開催中の状況などを中心に情報を発信。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

①ホームページ ②Facebook ③Instagram ④Twitter

子どもへの虐待防止に向けて私たちができること
　今月号から児童虐待についてさまざまなテーマに沿ったコラムを掲載予定です。
　地域全体で子育てをサポートしていくため、子どもたちが笑顔で過ごせるように、私たちが今知っておき
たい情報を発信していきます！！

　児童虐待とは、保護者（親または親にかわる養育者）が、子どもの心や
身体を傷つけ、子どもの健やかな発育や発達に悪い影響を与えることです。
　昨年度はテレビや新聞でさまざまな児童虐待が報じられましたよね。言うことを聞かない子に対し、つい
カッとなって頭を叩いたり身体を叩いてしまい、叩いた後に後悔したり “もしかして虐待かもしれない…” と、
感じてしまったという経験はありませんか？以前はしつけと言われていた行為も、現在では「虐待」にあた
る事が多くあります。子どもが辛い思いをしていれば、それは児童虐待です。子どもへの虐待は決して許さ
れるものではありません。しかし “何が虐待になるのか” を正しく知っておき、普段から意識しておくこと
で未然に防ぐことが可能だと思います。
　次回は、具体的な虐待の種類について掲載します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　■問健康子育て課　子育て支援係　（82）1013

４月のテーマは 児童虐待とは？ です。

児童虐待防止コ
ラム



　

は休館日4月の休館日
　18日（月）・25日（月）

常設展示室 企画展「山田勝香遺作展」　５月22日（日）まで

　４月になり新年度が始まりました。気持ちも新たに過ご
されていることと思います。職員も気持ちを新たに利用者

の皆さんへのサービスに努めていきます。今年度もよろしくお願いいたします。この度、町
立図書館のホームページもリニューアルしました。パソコン・スマホ・タブレット端末でも
使いやすく、読みやすい画面構成に工夫されています。ぜひ、ご利用ください。また、不定
期ですが、図書館だよりも回覧させていただいております。ご一読ください。

カウンターからの情景

図書館のイベント
おはなしらんどスペシャル
◆と　き　４月23日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

＊今後の社会情勢により中止等になる場合がありま
すのでHP等でご確認ください。

★読書週間のお知らせ★
　４月23日の子ども読書の日に伴い，４月19日㈫〜５月15日㈰を矢掛町立図書館子ども読書週間として
います。期間中は楽しい行事を予定していますのでぜひ参加してください。詳しくはHPや図書館のチラシ等
をご覧ください。

えいごであそぼう
◆と　き　５月14日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲー

ムなど
＊先生の都合等により日時が変更になる場合が
ありますのでＨＰ等でご確認ください。

郷土にゆかりのある本

自衛隊を辞めて、自転車便のメッセンジャーとして働
く男性が主人公の物語。第166回芥川賞受賞作。

「ブラックボックス」　砂川文次／著　講談社

第８号です。ぜひ、ご覧ください。

「聞き書き集やかげ　第８号」
　　　　　　　　　やかげ聞き書き人の会

おすすめの1冊

町民ギャラリー

◆マミコイラスト展　　　　　　　　４月12日（火）午後～ 17日（日）
◆矢掛きりえ展　　　　　　　　　　５月　4日（水）～8日（日）

＊入場無料

山
田
勝
香
「
墨
の
香
」
　平
成
十
年

山
田
勝
香

「
夏
蝶
」

平
成
十
二
年

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

は休館日

5月の図書館カレンダー
日
1

火水木金土月
3

28

2 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27
29 30 31

　

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

墨
の
香
に
究
極
の
華

咲
か
せ
ん
と
求
め
求
め
て

幾
星
霜

　
　
　
　（自
詠
）

夏
蝶
の

漆
黒
の
翅
に

朱
一
線

（
岩
木
躑つ
つ
じ躅
）

　矢掛町名誉町民の田中塊堂の高弟で、書家の山田勝香氏が令和２年98
歳で逝去されました。
　やかげ郷土美術館では、生前ご本人から寄贈された書作品113点の中
から、代表作45点を一堂に展示します。
　大胆かつ絶妙な筆さばきで、生涯をかけて表現した「書の美」をご堪
能ください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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★�対 象 者★　町内在住で令和
３年５月生まれのお子さん
★応募期限★
　令和４年４月28日（木）必着
★応募方法★　写真に①住所②
氏名（ふりがな）③性別④生年月
日⑤電話番号⑥20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。
★�応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線�0522
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読者のひろば
みんな集まれ！

� � � かたやまそうや

片山湊陽くん（小林）
（R3年 4月22日生まれ）
お姉ちゃんたちと仲良く元気
に大きくなってね♡

�しもおか　��かえで

下岡　楓ちゃん（西川面）
（R3年 4月9日生まれ）

いっぱい笑って過ごそうね♪

�　��たけ�い　りひと

武井利仁くん（小林）
（R3年 4月22日生まれ）
１歳おめでとう！元気いっぱ
いに大きくなってね。

�　たかつきかん�な

髙月環那ちゃん（矢掛）
（R3年 4月29日生まれ）
生まれてきてくれてありがと
う。楽しい思い出つくろうね。

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,570 人（－57） 
　男　     6,525 人（－31） 
　女　     7,045 人（－26）
世帯数　  5,408世帯（－6）

令和４年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

相

　
　談

防
災
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講
習
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

　
防
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は
、
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災
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持
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て
、
日

本
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機
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格
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す
。
資
格
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得
す
る
に
は
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受
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、
試
験
に
合
格
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
資
格
取
得
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
講
習
会
】

◦
と
　き
　
６
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
オ
ル
ガ
ビ
ル
Ｂ
１
オ
ル

ガ
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北
区
奉
還
町
１

︱
７
︱
７
）

◦
応
募
方
法
　
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
４
月
22
日
㈮
・
５
月
13

日
㈮
・
27
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
申
　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
５
月
18
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
5
月
６
日
㈮
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
５
月
20
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
5
月
11
日
㈬
・18
日
㈬・

25
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
、

家
庭
・
近
所
の
も
め
ご
と
、
結
婚
問

題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務
な
ど

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す

力
」
を
多
様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出

募

　
　集

有料広告 有料広告

JR 新倉敷駅南徒歩 17 分

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　岡山県倉敷市玉島1719　☎086-525-5001

https://www.sinkura-hsp.com

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,570 人（－57） 
　男　     6,525 人（－31） 
　女　     7,045 人（－26）
世帯数　  5,408世帯（－6）

令和４年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
，
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
5
月
11
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

「
春
の
み
ど
り
月
間
」
中
、
産
業
観

光
課
で
募
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

緑
の
募
金
は
、
学
校
や
公
園
な
ど
の

地
域
の
緑
化
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
環
境
作
り
の
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
５
２

令
和
４
年
度

慰
霊
巡
拝
の
実
施
に
つ
い
て

◦
参
加
で
き
る
遺
族
の
範
囲

　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
（
再
婚
し

た
人
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）

の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者

の
甥
・
姪
）

◦
参
加
条
件

◦
健
康
状
態
が
良
好
な
人
で
、
航
空

機
等
に
よ
る
長
途
の
旅
行
お
よ
び
気

候
風
土
の
異
な
る
地
域
に
お
け
る
旅

行
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
医

師
の
証
明
書
が
必
要
）

◦
参
加
費
用

　「
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
旅
費

の
合
計
額
の
３
分
の
１
が
国
か
ら
補

助
さ
れ
ま
す
。

　
派
遣
地
域
・
時
期
な
ど
、
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
岡
山
県
保
健
福
祉
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
２
６
　
有
線
０
５
８
１

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
ご
自
身

の
年
金
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の

年
金
に
つ
い
て
手
軽
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
次
の

よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
主
な

こ
と
】

　
年
金
記
録
の
確
認
、
将
来
の
年
金

見
込
額
の
試
算
、
電
子
版
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
の
閲
覧
、
年
金
の
受
給

に
関
す
る
各
種
通
知
書
の
確
認
、
源

泉
徴
収
票
や
振
込
通
知
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

【
初
回
利
用
登
録
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
便
利
！
】

　
初
回
利
用
登
録

を
す
る
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
と
ア

ク
セ
ス
キ
ー
が
必

要
で
す
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
が
あ
れ
ば
、
基
礎
年
金
番
号
な

ど
が
わ
か
ら
な
く
て
も
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

次
の
方
法
で
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の

初
回
利
用
登
録
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の

パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ト
ッ
プ
画
面

の
「
も
っ
と
つ
な
が
る
」
を
押
す

③
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
「
つ
な
ぐ
」

を
押
す

■問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
番
号

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

会
社
な
ど
で
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る
人

が
会
社
等
に
入
り
、
健
康
保
険
に
加

入
し
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
会
社
等
の
健
康
保
険
の
保
険
証
が

で
き
れ
ば
、
役
場
健
康
子
育
て
課
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
国
民
健
康

保
険
の
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
二
重
で
保
険
料
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
退
職
等
に
よ
り
、
会
社
等

で
の
健
康
保
険
を
や
め
て
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
健
康
保

険
を
や
め
た
証
明
書
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
や
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
持
っ
て
役
場
健
康
子
育
て
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
子
育
て
課
国
民
健
康
保
険
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
１

町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定

　
次
の
と
お
り
新
た
に
事
業
者
を
指

定
し
ま
し
た
。
給
水
装
置
工
事
の
際

に
は
必
ず
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◦
事
業
者
名
　
北
田
設
備（
井
原
市
）

◦
指
定
年
月
日
　
３
月
11
日

◦
電
話
番
号
　（
62
）６
３
２
８

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
か
ら
私
た
ち
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
に
、
火
災
の
発
生

を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な

ど
で
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
10
年
を
目
安

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火

災
の
時
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、

適
正
な
場
所
に
設
置
し
て
、
定
期
的

お
知
ら
せ

   5/6  6/3金 金
TEL 086-226-7254
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と
を
自
動
で
伝
え
、
あ
わ
せ
て
通
話

の
内
容
を
自
動
で
録
音
す
る
機
能
が

あ
る
も
の
。（
令
和
４
年
４
月
１
日

以
降
に
購
入
し
た
機
器
が
対
象
で
す
。）

◦
受
付
締
切
　
令
和
５
年
３
月
31
日

※
申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
期
間
内
に

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

ご
み
減
量
化
の
補
助
制
度

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

①
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）、

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
補
助

　
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）、

生
ご
み
処
理
機
器
を
新
た
に
設
置
す

る
た
め
に
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

②
ボ
カ
シ
・
生
ご
み
堆
肥
化
容
器（
エ

コ
ペ
ー
ル
）

　
生
ご
み
堆
肥
化
推
進
の
た
め
、
ボ

カ
シ
の
無
料
配
布
、
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
（
エ
コ
ペ
ー
ル
）
の
２
／
３
を

補
助
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
１
個
あ
た
り
２
４

０
円
で
す
。

③
資
源
回
収
推
進
団
体
へ
の
補
助

　
資
源
回
収
を
行
う
団
体
に
収
集
量

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
補
助
し

ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
13
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、

23
日
㈪
、
30
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
月
分
／
敬
称
略
）

▼
矢
掛
病
院
へ
（
お
に
ぎ
り
）
満
天

茶
屋

（
３
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
福
島

香
織
（
真
庭
市
）、
矢
部
豊
春
（
東
京

に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
消
防
職
員
が
設
置
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
設

置
調
査
時
に
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
販
売
や
斡
旋
を
行
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
　

☎（
62
）９
４
０
２

令
和
４
年
度
特
殊
詐
欺
防
止

機
能
付
き
電
話
等
の
購
入
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
度
の
特
殊
詐
欺
防
止
機

能
付
き
電
話
等
の
購
入
に
対
す
る
補

助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◦
補
助
金
額
　
機
器
の
購
入
お
よ
び

設
置
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
５
，

０
０
０
円
）

◦
補
助
対
象
者
　
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
内
に
い

る
人（
世
帯
全
員
が
町
へ
納
付
す
る
税

金
等
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
）

◦
対
象
機
器
　
左
記
の
①
、
②
の
ど

ち
ら
か
を
満
た
し
、
町
内
の
事
業
所

で
購
入
し
た
機
器

①
登
録
し
て
い
な
い
番
号
か
ら
の
着

信
に
対
し
て
注
意
を
促
す
機
能
が
あ

る
も
の

②
着
信
相
手
に
通
話
を
録
音
す
る
こ

今月の納税・納付手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（2月申請分）５月6日㈮

健康子育て課
国民健康保険係
☎（82）1013�
有線 0571高額療養費（3月申請分） ４月15日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（3月申請分）４月28日㈭

健康子育て課子育て支援係
☎（82）1013��有線 0532

心身障害者医療費（3月申請分）４月28日㈭ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026��有線 0581

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※�コンビニ収納・スマホ収納もできます。ご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
軽自動車税種別割（全期）
国民健康保険税（1期）
介護保険料（1期）

5月2日㈪ 5月2日㈪

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）4月25日㈪ 5月2日㈪

広報やかげでは有料広告を募集しています。
会社やお店の宣伝などにお役立てください。

お気軽にお問い合わせください。
■問 総務防災課秘書広報係　☎（82）1010　有線0522

にに広告をを掲載しませんか？掲載しませんか？

大　き　さ 掲載料（月額）
縦45㎜×横56㎜   7,000 円
縦45㎜×横85㎜ 10,000 円
縦45㎜×横170㎜ 20,000 円

補　助　制　度 補助率

2／3

生ごみ処理機器
購 入 費 補 助 6 万円

5 千円生ごみ処理容器
購 入 費 補 助

補助金上限額
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◦犯罪・交通事故発生状況（令和 4年 3月末現在）

都
）、
太
田
幸
希
（
栃
木
県
）、
後
藤

紀
史
（
大
阪
府
）、
増
本
忠
次
（
奈
良

県
）、
福
田
和
弘
（
広
島
県
）、
安
岡

千
枝
（
長
崎
県
）、
橋
本
昌
子
（
石
川

県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

（
金
一
封
）
江
木
倫
快
、
山
部
栄
治
、

葊
井
紘
一
（
矢
掛
）、
松
森
方
秀
（
小

林
）、
清
水
利
治
（
東
三
成
）、
山
下

登
（
中
）、
末
長
武
男
（
西
川
面
）、

高
槻
昌
徳
（
倉
敷
市
）、（
食
品
）
渡

邉
卓
司
（
里
山
田
）、
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
岡
山
支
店

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
江
木

倫
快
、
山
部
栄
治
（
矢
掛
）、
松
森

方
秀（
小
林
）▼
三
谷
公
民
館
へ（
金

一
封
）
清
水
利
治
（
東
三
成
）
▼
山

田
公
民
館
へ（
金
一
封
）江
本
力（
南

山
田
）、
山
下
登
（
中
）
▼
川
面
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
末
長
武
男
（
西

川
面
）、
匿
名
希
望
▼
中
川
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
高
槻
昌
徳
（
倉
敷
市
）

▼
矢
掛
小
・
川
面
小
へ（
金
一
封
）（
児

童
用
図
書
）
株
式
会
社
山
田
養
蜂
場

▼
矢
掛
町
へ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
岡
山
県
町
村
会

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

定の交通違反歴が１回でもある75歳以上のドライバーは、
運転技能検査の受検義務があり、検査に合格しなければ、運
転免許の更新ができなくなります。一定の交通違反とは、信
号無視、安全運転義務違反など死亡・重傷事故の発生率が高
い11種類の違反です。
（11種類の違反とは）
①信号無視、②通行区分違反、③通行帯違反等、④速度超過、
⑤横断等禁止違反、⑥踏切不停止等遮断踏切立入り、⑦交差
点右左折方法違反等、⑧交差点安全進行義務違反等、⑨横断
歩行者等妨害等、⑩安全運転義務違反、⑪携帯電話使用等で
す。
　受検期間は、運転免許証の有効満了日の６か月前から有効
満了日までの間で、合格するまで何度でも受検可能です。
　詳しくは、
　　岡山県運転免許センター（086）724－2200
　　�（平日午前８時30分～午後５時15分）までお問い合わ
せください。

〈ゴールデンウイーク中における山岳遭難の防止〉
　ゴールデンウィークを迎えても、山頂付近はまだ寒く、登
山計画や装備が不十分であれば命にかかわる場合もありま
す。また、新型コロナウイルス感染症対策として、三密を避
けて山へ登る際も、次のように十分な準備を行い、事故を防
ぎましょう。
⃝体力、体調、登山の経験等に見合った山を選択し、登山コ
ース、日程、通信手段、装備、食料等に配慮して、安全な登
山計画を立てましょう。
⃝登山の前には、警察署や自治体等山の管理者、オンライン
登山届システム「コンパス」などに登山計画書を提出しまし
ょう。
⃝視界不良・体調不良時などには、道迷い、滑落等による遭
難のおそれが高まることから、早めに下山しましょう。

〈高齢者講習等の制度改修にかかる、
　　　　　　　　運転技能検査の導入について〉
　令和４年５月13日から運転技能検査が導入されます。有
効満了日直前の誕生日の160日前から遡った３年間に、一

※数値は暫定数です。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
あ
ら
し

事
務
所
あ
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

3月中発生件数 3 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 19 2 0 17
累　計 7 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 3 61 6 0 55

（前年比） ―5 ± 0 ± 0 ± 0 ± 0 ± 0 ―2 +2 ± 0 ± 0 ―3 ―4 ± 0 +2 ―4 +4 ±0 ―8

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
〔第65回　六角いちご、山なすび〕
　子供たちだけで野山で遊んでいた昭和のころ、食べ
られる木の実は、色や形の特徴を表した方言で呼ばれ
ていました。角張った形をした赤い実のウスノキは「六
角いちご」、丸いナスビのような実のナツハゼは「山
なすび」といった方言は、遊び方が変化したことで使
われなくなってしまいました。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

ウスノキ（六角いちご）
※ウスノキは実際は五角形をしています。
※野生の実を食べる際には衛生面に注意してください。

ナツハゼ（山なすび）
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2022. 4
vol.118

Top News
4月8日㈮

　今年も普通科67名、地域ビジネス科29名、
計96名の新1年生が入学しました。新型コロ
ナ感染拡大防止のため、ご家族のみの出席と
なりましたが、アットホームで温かい式とな
りました。これから矢高ファミリーの一員と
して頑張っていきましょう！

入学式

3月14日㈪
　生徒がさまざまな課題解決に向けた取り組みをプレゼンする発表会
「YAKOアワード」。今回もバラエティに富んだ発表が行われ、全校生
徒の投票で以下の賞が決まりました。

大賞「やかげ学」　　　　　　　　　　　　YAKOらしさ賞「町紹介動画」
活動充実賞「渋沢栄一と私の地元」　　　　パフォーマンス賞「神楽がかり」

第7回 YAKOアワード

【短大・専門学校】
倉敷市立短期大、川崎医短大
川崎リハ、岡山医療福祉、玉野医療
浜田医療センター付属看護
山陽学園短大、中国職業能力開発大　など

【就職】
晴れの国岡山農業協同組合
JR西日本、扶桑薬品工業
シーピー化成、アサヒグループ食品
カモ井加工紙、モンテール
立花容器、名水美人ファクトリー
ザグザグ、富田ケアセンター

この春の卒業生が
合格した進路先です。

【公立大学】
新見公立大（看護）
新見公立大（保育）
鳥取環境大（経営）
高知工科大（シス工）
周南公立大（ビジネス）

【私立大学】
ノートルダム清心女子大、川崎医福大、就実大、岡山理科大
岡山商大、吉備国際大、中国学園大、環太平洋大、倉敷芸科大
くらしき作陽大、美作大、福山大、福山平成大、広経大
松山大、追手門学院大、近畿大、流通科学大、東北福祉大

【国公立大学】
岡山大（農）
岡山大（教育）
岡山大（　　　　　  ）
香川大（創造工）
鳥取大（地域）
島根大（法文）
山口大（経済）

Global Discovery 
Program

総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

矢掛町公式 LINE

その他にも
Twitter FaceBook

矢掛町からの情報をお届けします！
友だち登録お願いします！
行政情報 イベント 防 　災

@yakage_town
←登録はコチラから
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